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「
あ
づ
な
っ
す
」
７
月

の
記
録
的
な
暑
さ
で
、
体
調

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

８
月
を
迎
え
、
さ
ら
に
夏
本

番
、
入
道
雲
・
蝉
の
声
・
ひ

　
　
　
ま
わ
り
の
花
・
ス
イ
カ
ー
風

一
鈴
等
が
似
合
う
季
節
で
す
。

体
調
に
気
を
配
り
夏
の
風

物
詩
の
花
火
等
を
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
予
防
を
徹
底

し
｛
ネ
ッ
ト
活
用
含
｝
夏
を

楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
日
頃
よ
り
難
病
連

活
動
の
た
め
に
ご
支
援
・
ご

　
　
　
　
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

一
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、

一
今
年
度
副
代
表
理
事
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
「
い
わ
て

心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る

会
」
の
菊
池
信
浩
と
申
し
ま

す
。

■
福
祉
の
活
用
に
よ
り

　

「
健
康
で
生
き
甲
斐
あ
る

人
生
を
」

生
前
に
義
理
の
父
が
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
読
ん
だ
川
柳

で
す
。
Ｉ
Ｏ
年
程
前
か
ら
、

肺
の
状
態
が
思
わ
し
く
な

く
、
動
く
の
が
つ
ら
く
、
こ

た
つ
で
横
に
な
っ
て
ば
か

り
い
る
生
活
で
し
た
が
、
携

帯
用
の
酸
素
と
電
動
４
輪

ス
ク
ー
タ
ー
で
趣
味
の
カ

メ
ラ
を
持
ち
外
出
す
る
等

生
き
生
き
と
過
ご
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
２
人
の
孫
の
結

婚
披
露
宴
に
出
席
し
、
花
嫁

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
福
祉
の
活
用

に
よ
る
医
療
機
器
と
背
中

を
押
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
力
添
え
の
お
か

げ
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
せ
た
こ
と
と
思
い
ま

す

　

○

１１

＠

■
ル
ー
ル
は
変
え
ら
れ
る

こ
の
間
、
何
度
か
厚
労
省
交

渉
等
に
参
加
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
切
実
な

患
者
会
の
訴
え
に
、
担
当
者

の
皆
さ
ん
の
回
答
は
「
決
ま

り
だ
か
ら
・
他
の
施
策
と
の

バ
ラ
ン
ス
（
予
算
が
な
い
丁

検
討
し
ま
す
」
等
で
す
。

日
本
の
憲
法
に
「
す
べ
て
の

国
民
は
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
」
（
憲
法
２
５
条
）
等
を
規

定
し
て
い
ま
す
が
現
状
は

ど
う
で
し
よ
う
？
国
の
姿

勢
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
命

や
生
活
を
大
事
に
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？
難
病

や
障
害
は
、
明
日
に
は
、
私

も
、
国
会
議
員
で
あ
っ
て
も

負
う
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
先
輩
た
ち
は
地

道
な
患
者
会
の
活
動
等
に

よ
り
各
種
制
度
の
歴
史
を

変
え
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち

ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
は
小

さ
い
で
す
が
、
各
患
者
会
に

集
い
・
語
り
合
い
、
難
病
連

に
結
集
し
て
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
社
会

を
Ｉ
緒
に
め
ざ
し
ま
し
ょ

一
平
和
な
社
会
こ
そ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア

の
進
行
に
よ
り
、
戦
争
の
恐

九
万
－
「
い
の
ち
」

’
を 引
子
サ

感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
一

だ
。
戦
争
で
は
、
弱
者
が
切
一

り
捨
て
ら
れ
、
身
近
な
健
常
　
　

者
も
命
が
お
び
や
か
さ
れ
、

障
が
い
を
も
負
い
か
ね
ま

せ
ん
。

私
た
ち
患
者
会
の
仲
間
に
Ｉ

と
っ
て
「
人
間
ら
し
く
尊
厳

を
も
っ
て
、
生
き
が
い
の
あ

る
人
生
」
を
過
ご
す
前
提
と

し
て
、
「
平
和
な
社
会
」
が
あ

っ
て
こ
そ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
患
者
会
の
交
流
会
等

の
活
動
や
、
福
祉
政
策
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
も
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。

２
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

ば
か
り
の
孫
が
目
を
キ
ラ

リ
と
さ
せ
曾
祖
父
の
仏
壇

に
近
づ
い
て
い
き
ま
し
た
。
・

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ま
り
会
え
　
　
　

て
い
な
か
っ
た
の
に
よ
く

覚
え
て
い
た
な
と
思
っ
た

ら
、
ろ
う
そ
く
２
本
が
立
つ

て
い
た
の
で
吹
き
消
そ
う
、

ｉ
『
‐
‐
－
－
－
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と
し
た
み
た
い
で
す
。
こ
ん

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
平
和
あ

っ
て
の
こ
と
。

訃

こ
れ
か
ら
生
ま
れ
く
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
障

が
い
が
あ
っ
て
も
生
き
が

い
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る

社
会
を
残
し
た
い
も
の
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

副
代
表
理
事

　

菊
池

　

信
浩

了
ぽ
混

○
岩
手
県
難
病
連
加
盟
団

体
の
総
会
終
了
し
ま
し
た

・
脊
髄
損
傷
連
合
会

　
　

岩
手
県
支
部

　

６
月
５
日
（
日
）
リ
モ
ー

　

ト
と
書
面
で

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

研
修
室
に
て

・
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会

　

６
月
１
８
日
（
土
）

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

第
２
研
修
室
に
て

・
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会

　

６
月
１
９
日
（
日
）

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

研
修
室
に
て

・
重
症
筋
無
力
症
友
の
会

　
　

（
き
び
だ
ん
ご
の
会
）

　

６
月
2
2
日
（
水
）
書
面

　

に
て

　

・
網
膜
色
素
変
性
症
協
会

　

６
月
2
6
日
（
日
）

　

ア
イ
ー
ナ
研
修
室
に
て

○
合
唱
団
活
動

　

・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル

　

会
場
一

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
　
　

６
月
１
８
日
（
土
）

　
　
　

７
月
１
６
日
（
土
）

　

･Ｈ
ｂ
Ｇ
Ｈ
ｂ
Ｇ
コ
ー
ル

　

会
場
‥

　

ほ
の
ぼ
の
ホ
ー
ル
（
乙
部
）

　
　
　

６
月
2
8
日
（
月
）

　
　
　

７
月
2
5
日
（
月
）

　

・
コ
ー
ル
ひ
昏
わ
り

　

会
場
一

　

花
巻

　

ま
な
び
学
園
音
楽
室

　
　
　

７
月
2
4
日
（
日
）

1?S

j

　　

・

○
生
け
花
教
室

　

会
場
一

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　
　

陶
芸
室

　
　
　

６
月
‥
‐
日
（
土
）

○
い
わ
て
笑
学
校

　
　

い
わ
て
難
病
連
分
校

　

会
場
一

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

調
理
実
習
室

　
　

６
月
２
３
日
（
土
）

　
　

※
７
月
２
８
日
（
木
）
コ

　
　
　

ロ
ナ
感
染
防
止
の

　
　
　

た
め
中
止

○
車
い
寸
ダ
ン
ス

　

会
場
一

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

体
育
館

　
　

６
月
３
０
日
（
木
）

　
　

※
７
月
2
8
日
（
木
）
コ

　
　
　

ロ
ナ
感
染
防
止
の

　
　
　

た
め
中
止

な
甦

？1―
・
ｒ

Ｉ
ｉ
－
－

○
県
南
交
流
会

・
会
場
‥

　

水
沢
メ
イ
プ
ル
多
目
的

　

ホ
ー
ル

　
　

６
月
８
日
（
水
）

・
会
場
一

　

水
沢
メ
イ
プ
ル
第
２
会

　
　

議
室

　
　

７
月
１
３
日
（
木
）

県
南
交
流
会
に
参
加
し
て
Ｑ
一

感
想

　
　

７
月
１
３
日
水
沢
メ
イ

プ
ル
で
交
流
会
が
あ
る
こ

と
を
、
「
な
ん
れ
ん
」
の
会
報

で
知
り
、
参
加
し
ま
し
た
。

少
し
遅
刻
し
た
私
は
、
中

心

入
る
の
が
恥
ず
か
し
く
、
進
一

行
を
中
断
さ
せ
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
に
戸
惑
う
私
に
席
を
案

内
し
て
く
だ
さ
り
、
何

１

　　　

か

∠15

　

一一
２
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つ
と
し
た
気
持
ち
に
な
れ

た
の
が
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
初
め
て
お
会
い
す

る
方
ば
か
り
な
の
に
気
持

ち
が
落
ち
着
き
、
い
つ
も
は

椅
子
に
座
つ
て
い
ら
れ
な

胆
い
ほ
ど
足
が
震
え
る
の
で

四
困
る
こ
と
が
度
々
あ
る
の

１
５
］
に
、
こ
の
交
流
会
で
は
あ
り

］
ま
せ
ん
で
し
た
。

侮
・

　

参
加
さ
れ
た
全
員
が
相

口
手
を
気
遣
い
、
思
い
や
る
心

四
優
し
い
方
々
ば
か
り
だ
と

馴
・
感
じ
ま
し
た
。
よ
い
出
会
い

や
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
次
回

嘔
も
そ
の
次
も
参
加
し
て
学

1994年２月28日第三種郵便物許可
・
び
、
視
野
を
広
げ
た
い
と
思

一
い
ま
す
。
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腸
１
瀧
菩

○
岩
手
後
縦
靭
帯
骨
化
症

　

（
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
）
の
会

　

役
員
会
・
カ
し
・
１
交
流
会

　

会
場
一

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

調
理
実
習
室

　
　

フ
月
2
1
日
（
木
）

｛
一
・
着－

－
‐

○
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
岩
手
県

支
部
事
業
報
告

・
６
月
2
0
日
（
月
）

　

岩
手
県
久
慈
保
健
所
訪

問
と
患
者
宅
訪
問
支
援

　
　
　
　
　
　

久
慈
保
健
所

保
健
師
二
人
と
当
事
者
、
家

族
、
ヘ
ル
パ
ー
２
人
、
事
務

局
２
人
で
情
報
交
換
を
し

た
。
・
７
月
１
８
日
（
月
）

Ａ
Ｌ
Ｓ
県
北
交
流
会
（
於
九

戸
郡
軽
米
町
）

　

久
慈
市
在
住
の
当
事
者

と
家
族
、
ヘ
ル
パ
ー
、
軽
米

町
の
保
健
師
、
軽
米
町
在
住

の
遺
族
、
洋
野
町
在
住
の
家

族
（
本
人
は
令
和
４
年
３

月
呼
吸
器
装
着
入
院
中
、
ゆ

く
ゆ
く
は
在
宅
療
養
に
し

た
い
希
望
有
）
、
事
務
局
・
遺

族
か
ら
は
経
験
の
報
告
・
当

事
者
か
ら
は
意
思
伝
達
の

方
法
な
ど
・
リ
モ
ー
ト
対
談

を
計
画
し
た
が
電
波
環
境

の
為
か
不
発
に
終
わ
っ
た
。

　
　
　
　
　

（
報
告
一
大
橋
）

聞
②
舟
蜃

　

百
磯
霊
長

○
合
唱
団
活
動

　

・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル

　

会
場
‥

　

ギ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
音
楽
室

　
　
　

８
月
2
0
日
（
土
）

　
　
　

８
月
2
7
日
（
土
）

　

.
Ｈ
ｂ
Ｇ
Ｈ
ｂ
Ｇ
コ
ー
ル

　

会
場
・

　

ほ
の
ぼ
の
ホ
ー
ル
（
乙
部
）

　
　
　

８
月
2
9
日
（
月
）

　
　
　

９
月
2
6
日
（
月
）

　

・
コ
ー
ル
ひ
％
わ
り

　

会
場

　

花
巻

　

ま
な
び
学
園
音
楽
室

　
　
　

８
月
2
8
日
（
日
）

　
　
　

９
月
2
5
日
（
日
）

○
生
け
花
教
室

　

※
８
月
は
お
休
み

　

会
場
一

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　
　

調
理
実
習
室

　
　
　

９
月
2
4
日
（
土
）

ｊ
－
‐
－
‐

○
い
わ
て
笑
学
校

　
　

い
わ
て
難
病
連
分
校

　

※
８
月
は
お
休
み

　

会
場
一

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

調
理
実
習
室

　
　

９
月
2
2
日
（
木
）

○
車
い
す
ダ
ン
ス

　

※
８
月
は
お
休
み

　

会
場
一

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

体
育
館

　
　

９
月
2
9
日
（
木
）

○
県
南
交
流
会

　

※
８
月
は
お
休
み

　

※
９
月
も
未
定
で
す

　

ｆ●
句

３
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Ｊ
Ｐ
Ａ

ロ
ッ
ク
交
流

７
　
１
」
」
」
１

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

・
の
開
催
要
項
が
届
き
ま
し

た
。昨
年
は
福
島
県
が
当
番
県

で
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
で
し
た
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
に
関
わ
る

情
勢
が
好
転
し
て
い
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
状

況
が
少
し
で
も
い
い
方
向

一
に
動
い
て
い
く
事
を
念
じ

　
　
　
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
開
催

方
式
で
の
要
項
を
基
本
に
お

・
い
て
検
討
し
た
い
。
と
の
案

嘸

す
・

●
１
日
目

令
和
４
年
1
0
月

1
4
一
0
0
～
1
4

セ
レ
モ
ニ
ー

1
4
一
１
５
～
1
4

１

日
（
土
）

45

　　

15

15

　　

14

00

　　

45

患
者
の
報
告

休
憩

16

00

難
病
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

堀
田
秋
津
准
教
授

に
挑
む
」
（
京
都
大
学

胞
研
究
所
）

「
難
病

一
Ｉ
細

●
２
日
目

令
和
４
年
１
０
月
２
日
（
日
）

９
‥
0
0
～
1
1
ム
肋

３
つ
ほ
ど
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
情
報
交
換
等

　

県

難
病
連
の
課
題
に
つ
い
て

難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
つ
い
て

　

ほ
か

会
場
‥
青
森
県
八
戸
市
ユ
ー

ト
リ
ー
（
■
い
コ
は
ち
の
へ
）

者
直

交
流
会
費

ｌ
ｓ
１

０
０
０
円
（
予
定
）

・
旅
費
一

各
自
己
負
担
で

※
青
森
県
へ
参
加
者
の
報
告

が
あ
り
ま
す
の
で
８
月
2
9

日
ま
で
に
、
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
電
話
で
申
し
込
み
下
さ

χ
Ｏ
Ｉ
Ｗ

㎜

　

‐

　

皿

　

扉

　

㎜

　

■

　

皿

　

●
■

－

８月２９日までに参加申し込みを！－

‐

メール:iwanan@io.ocn,ne,jp

FAX : 019-637-7626

●

㎜

　

●

　

㎜

　

●

　

㎜

　

●

　

皿

　

■

－
－

　

ｉＰＳ繩包

　　　

Ｘ
ゲノム編集工学

京都大学ｉＰＳ細胞研究所(CiRA)

准教授津秋田堀濡

‐
－
‐
‐

こＩ

･lｓi●患者からの報告ｌ四フォ㎜ラム

ア．

Ｒj

ｎjｍ

●裏面の参加申込書に記入して､電話・ＦＡＸでお申し込みください{2OO人の定員です)

- - 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

４
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｜後
の
予

○
令
和
４
年
度
障
が
い
者

関
係
団
体
と
の
意
見
交
換

（
岩
手
県
保
健
福
祉
部
障
か

い
福
祉
課
担
当
）

９
月
2
2
日
（
木
）
１
３
時
3
0

分
よ
り

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
に

国
保
課
担
当
）

９
月
2
7
日
（
火
）
１
０
時
よ

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
に
て

一
〇
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児

」
童
等
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
①
キ
ッ
ス
サ
ミ
ッ
ト

昏
＝
一
ヒ
ー
ス
の
会
（
・
い
わ

一

　

て
チ
ル
ド
レ
ン
ス
ペ
ル

　
　

ス
ケ
ア
ー
盛
岡
市
子
ど

　

も
未
来
部
母
子
健
康

　

課
・
心
臓
病
の
子
ど
も

　

を
守
る
会
）

③
医
療
ケ
ア
児
リ
モ
ー
ト

　

交
流
会贋

盾

　

日
々
、
相
談
支
援
員
は
研

讃
を
積
も
う
と
努
力
し
て

お
り
ま
し
た
。
特
に
、
徳
洲

会
病
院
主
催
の
オ
ン
ラ
イ

ン
講
演
会
は
、
コ
モ
ン
デ
ィ

ジ
ー
ズ
（
日
常
で
遭
遇
す
る

頻
度
の
高
い
疾
患
）
の
み
な

ら
ず
、
難
病
に
関
し
て
も
テ

ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
開
催
豊
富
な
た

め
研
修
と
し
て
受
講
し
ま

し
た
。

　

予
定
し
て
い
て
も
、
実
際

に
は
相
談
電
話
や
訪
問
対

応
で
受
講
で
き
な
い
こ
と

が
か
っ
た
の
で
す
が
、
患
者

様
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
。

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
増
え

た
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
講
演

会
を
検
索
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

口
圓

　

・
「
肝
臓
の
病
気
に
つ
い

て
」
（
仙
台
徳
洲
会
）

・
「
足
に
で
き
る
静
脈
瘤
の

最
新
治
療
」
（
仙
台
徳
洲
会
）

・
「
逆
流
性
食
道
炎
」
（
仙
台

　

徳
洲
会
）

同
圓

・
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

　

症

　

状
・
診
断
・
治
療
」
（
宇
治

　

徳
洲
会
）

・
「
多
発
性
硬
化
症
（
脱
髄
っ

　

て
？
）
」
（
宇
治
徳
洲
会
）

・
「
ペ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
で
痛

　

み
と
さ
よ
う
な
ら
」
（
宇

　

治
徳
洲
会
）

■
　
ｒ
ｓ
ｐ
ｃ
Ｔ
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い

　

て
お
話
し
ま
す
！
」
（
吹

　

田
徳
洲
会
）

・
「
慢
性
腎
不
全
患
者
と
腎

　

移
植
の
現
状
に
つ
い
て
」

　
　

（
吹
田
徳
洲
会
）

同
圓

・
Ｓ
Ｃ
Ｄ
・
Ｍ
Ｓ
Ａ
医
療
講

　

演
会
・
相
談
会
（
全
国
脊

　

髄
小
脳
変
性
症
・
多
系
統

　

萎
縮
症
友
の
会
）

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

・
「
も
や
も
や
病
全
国
統
一

　

市
民
公
開
講
座
２
０

　

２
２
」
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

　

開
催

・
「
甲
状
腺
の
病
気
に
つ
い

　

て
」
（
宇
治
徳
洲
会
）

・
「
脳
神
経
疾
患
と
社
会
福

　

祉
サ
ー
ビ
ス
」
（
宇
治
徳

　

洲
会
）

こ
最
新
の
放
射
線
治
療
」

　

（
宇
治
徳
洲
会
）

目
圓

・
「
熱
中
症
に
つ
い
て
」
（
吹

田
徳
洲
会
）

・
「
甲
状
腺
検
査
の
お
話
」

（
吹
田
徳
洲
会
）

・
「
高
血
圧
予
防
の
食
事
に

　

つ
い
て
」
（
吹
田
徳
洲
会
）

・
「
腎
の
働
き
や
慢
性
腎
不
一

　

全
に
つ
い
て
」
（
吹
田
徳
一

　

洲
会
ご
「
高
血
圧
と
脳
卒

　

中
」
（
宇
治
徳
洲
会
）

・
「
生
活
習
慣
病
と
心
筋
梗
一

　

塞
に
つ
い
て
」
＾
宇
治
徳
一

　

洲
会
）

　
　
　
　
　
　
　

一

・
「
て
ん
か
ん
」
（
宇
治
徳
洲

　

会
）
・

・
「
我
慢
し
て
は
い
け
な
い
関

節
の
痛
み
～
膠
原
病
・
リ
．
一

ウ
マ
チ
の
早
期
は
っ
つ
県
　
　

と
治
療
～
」
（
千
葉
西
総

合
病
院
）

・
「
動
脈
硬
化
の
検
査
（
ｇ
一
）

　

の
ご
案
内
～
測
定
方
法
・

結
果
の
見
方
～
」
（
岸
和
一

田
徳
洲
会
病
院
）

５
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Ｉ
ｄ
■
ｉ
ｌ
―
■畷
冶
濯
遺
厘

　

順
不
同
・
敬
称
略

　

（
令
和
６
月
１
０
日
～
８
月
１
日
）

○
質
助
会
費

佐
藤
育
実
・
文
枝
、
三
島
陽

子
、
佐
々
木
淑
子
、
佐
藤
啓

　
　
　
子
、
神
崎
浩
之
。
主
演
陽
子
、

宮
沢
友
子
、
渾
野
典
子
、
細

川
宮
子
、

○
正
会
員
費

遠
藤

　

光
、
小
野
寺
廣
子

○
団
体
会
費

一
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
い
わ
て

一
呂
、
筋
無
力
症
き
び
だ
ん

ご
の
会
、
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ

　
　
　
　
フ
ィ
ー
協
会
岩
手
県
支
部
、

○
ご
寄
付

匿
名
、
夢
現
舎
ほ
の
ぼ
の
ホ

ー
ム
、
渾
山
禎
信
、
網
膜
色

素
変
性
症
協
会

「‾‘

○
支
援
自
動
販
売
機
（
ご
支

援
い
た
だ
い
た
浄
財
は
、
機
関

誌
郵
送
費
の
一
部
と
し
て
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
）

三
和
設
備
工
業
株
式
会
社
、

み
ど
り
の
郷
、
一
関
修
紅
高

等
学
校
、
グ
リ
ー
ン
ケ
ア
ー
、

地
の
塩
モ
ー
リ
オ
、
吉
川
敦

子
、
ハ
ー
ト
ピ
ュ
ア
盛
岡

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

命

れ
八

・
轟
墜

１
漬

　

難
病
支
援
セ
ン
タ
ー
の
皆

　

さ
ま
へ

　

以
前
、
仕
事
探
し
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
息
子

も
そ
の
時
に
仕
事
を
探
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
決
ま
ら
ず
に
い
ま
し

た
。
そ
の
後
息
子
は
採
用

さ
れ
、
１
年
ほ
ど
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
肩
の
荷
が
下
り
ま

し
た
。
近
所
で
求
人
を
発

見
し
採
用
に
な
り
、
４
か

月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
　

『
な
ん
れ
ん
』
が
届
く

た
び
に
、
早
く
報
告
し
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
遅
く
な
り
ま
し
て
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
何
か

あ
り
ま
し
た
ら
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

暑
い
し
、
コ
ロ
ナ
も
ま
だ

ま
だ
落
ち
着
き
ま
せ
ん
の

で
、
お
身
体
に
気
を
付
け
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

Ｍ
Ｓ
（
多
発
性
硬
化
症
）

　
　
　
　
　

患
者
様
よ
り

盾
瀧

８
月
に
入
り
ま
し
た
。

激
な
コ
ロ
ナ
の
感
染

の
多
さ
で
難
病
連
の
一

が
再
び
制
限
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
と
て
も
。

で
す
。
で
も
久
し
ぶ
り

南
交
流
会
の
開
催
が
Ｉ

で
き
た
と
き
に
、
参
加

－
―
―
■

し活者し再の残

て開県念ま動数急

く
だ
さ
っ
た
方
か
ら
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
許
可

を
い
た
だ
い
て
、
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

基
礎
疾
患
の
あ
る
難
病
患

者
さ
ん
た
ち
に
と
つ
て
、
今
一

を
大
切
に
コ
ロ
ナ
の
感
染
一

防
止
に
気
を
つ
け
な
が
ら
　
　

こ
の
夏
を
乗
り
越
え
て
く

だ
さ
い
。
秋
に
は
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
て
い
ま
す
よ
う
に

祈
り
な
が
ら
・
・
・
・

難
病
相
談
支
援
員
根
田

編集者

一般社団法人岩手県難病･疾病団体連絡

協議会

〒020-0831岩手県盛岡市三本柳8-1-3

ふれあいランド岩手内

発行者

東北障害者団体定期刊行物協会

〒980-0874宮城県仙台市青葉区角五郎
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